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総
務
常
任
委
員
会

問
　
基
金
費
の
残
高
に
つ
い
て
は
。

答
　
令
和
２
年
度
予
算
上
で
は
、
財
政

調
整
基
金
、
減
債
基
金
、
公
共
施
設
整

備
基
金
、
地
域
福
祉
基
金
な
ど
見
込
み

で
５
億
３
１
３
８
万
４
千
円
で
あ
る
。

問
　
小
学
校
ト
イ
レ
大
規
模
改
修
事
業

費
の
令
和
元
年
度
予
算
へ
の
前
倒
し
と

庁
舎
建
設
基
金
積
立
金
に
つ
い
て
は
。

答
　
令
和
２
年
度
当
初
予
算
に
お
け
る

ト
イ
レ
大
規
模
改
修
事
業
の
起
債
額
は

継
足
単
独
分
に
対
し
75
％
と
な
っ
て
い

る
。

　
国
の
令
和
元
年
度
補
正
予
算
の
補
助

採
択
の
内
示
を
受
け
、
事
業
を
前
倒
し

た
結
果
、
継
足
単
独
分
に
対
し
１
０
０

％
の
起
債
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
こ
の
た
め
、
今
回
の
補
正
予
算
に
よ

り
一
般
財
源
の
持
ち
出
し
分
が
な
く
な

り
、
そ
の
分
に
つ
い
て
庁
舎
建
設
基
金

に
積
立
て
を
す
る

も
の
で
あ
る
。

※

継
足
単
独
分…

　
補
助
基
準
額
を

　
超
え
る
部
分
の

　
事
業
費

の
で
あ
る
。

問
　
固
定
資
産
税
の
減
額
理
由
は
。

答
　
土
地
に
つ
い
て
は
大
き
な
増
減
は

な
く
、
家
屋
は
３
６
１
５
万
５
千
円
の

増
を
見
込
ん
で
い
る
、
償
却
資
産
は
５

９
４
４
万
８
千
円
の
減
額
を
計
上
し
て

い
る
、
主
な
要
因
は
償
却
資
産
の
減
で

昨
年
中
は
積
極
的
設
備
投
資
が
少
な

か
っ
た
こ
と
で
、
減
価
償
却
に
よ
り
下

が
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
Ｐ
Ｒ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
委
託

料
の
内
容
に
つ
い
て
は
。

答
　
Ｐ
Ｒ
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
協
力
者
と
し
て
市
民

公
募
し
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
の
投
稿
や
、
市
の

イ
ベ
ン
ト
等
で
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
市
民
に
対
す
る
講
座
と
、
来
年
度
は

幸
手
市
で
暮
ら
し
た
ら
ど
う
い
う
暮
ら

し
が
で
き
る
か
と
い
う
Ｐ
Ｒ
冊
子
の
作

成
を
予
定
し
新
た
に
20
名
Ｐ
Ｒ
サ
ポ
ー

タ
ー
募
集
を
予
定
し
て
い
る
。

　
応
募
要
件
は
特
に
定
め
ず
、
幸
手
市

が
好
き
な
方
、
幸
手
市
に
関
心
の
あ
る

方
と
す
る
。

万
円
で
す
、
未
償
還
は
当
該
条
例
を
含

む
２
件
で
、
収
入
未
済
額
は
１
１
５
１

万
６
７
０
２
円
が
元
金
と
利
子
分
の
未

償
還
額
に
な
る
、
も
う
１
件
は
年
間
30

万
円
の
約
束
で
償
還
中
で
あ
る
。

問
　
土
木
費
国
庫
補
助
金
の
補
正
後
の

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
決
定

額
、
お
よ
び
建
築
指
導
費
補
助
金
の
減

額
理
由
は
。

答
　
都
市
計
画
費
補
助
金
の
交
付
額
が

１
２
７
６
万
円
で
、
建
築
指
導
費
補
助

金
が
１
０
２
万
１
千
円
で
す
。
狭
あ
い

道
路
の
整
備
補
助
金
の
対
象
事
業
、
木

造
住
宅
耐
震
診
断
資
金
補
助
金
の
対
象

事
業
、
木
造
住
宅
耐
震
改
修
資
金
の
３

種
類
に
、
社
会
資
金
整
備
総
合
交
付
金

が
充
て
ら
れ
て
い
る
、狭
あ
い
道
路
は
、

測
量
委
託
料
４
件
で
、
当
初
予
算
時
見

込
み
よ
り
需
要
が
少
な
く
、
木
造
住
宅

耐
震
診
断
も
４
件
の
見
込
が
、
申
請
件

数
１
件
、
木
造
住
宅
耐
震
改
修
資
金
補

助
金
は
20
万
円
の
見
込
み
が
、
申
請
件

数
０
件
で
あ
っ
た
た
め
、
減
額
し
た
も

問
　
現
在
の
臨
時
職
員
が
会
計
年
度
任

用
職
員
に
移
行
し
た
場
合
の
級
数
お
よ

び
給
与
額
の
増
減
に
つ
い
て
は
。

答
　
当
初
予
算
編
成
時
に
、
１
級
と
２

級
格
付
説
明
会
を
実
施
し
た
、
人
数
は

一
般
会
計
に
お
い
て
３
２
６
名
で
、
給

与
増
減
に
つ
い
て
は
、
減
額
す
る
者
が

23
名
程
度
、
差
引
き
の
者
が
増
額
す
る

見
込
み
で
あ
る
。

問
　
貸
付
実
績
に
つ
い
て
は
。

答
　
昭
和
58
年
度
か
ら
昭
和
62
年
度
ま

で
に
10
件
、
７
名
に
対
し
て
合
計
６
２

５
０
万
円
を
貸
付
け
し
ま
し
た
、
住
宅

新
築
資
金
貸
付
け
が
５
件
で
金
額
４
３

０
０
万
円
、
住
宅
改
修
資
金
貸
付
け
が

２
件
で
金
額
６
０
０
万
円
、
宅
地
取
得

資
金
貸
付
け
が
３
件
で
金
額
１
３
５
０

問答問答

答 問

答問 問答

令
和
２
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
予
算
　
　（
議
案
第
15
号
）

幸
手
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　 （
議
案
第
７
号
）

答 問答 問

令
和
２
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　
　
　
　（
議
案
第
25
号
）

令
和
元
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

               

（
議
案
第
９
号
）

権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

　
　
　
　   （
議
案
第
８
号
）
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問
　
最
適
整
備
構
想
策
定
業
務
の
委
託

内
容
、委
託
料
の
財
源
内
訳
は
。
ま
た
、

本
会
計
へ
の
市
の
繰
り
出
し
を
少
な
く

す
る
方
策
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

答
　
従
来
の
修
繕
は
機
器
の
老
朽
化
、

機
能
停
止
に
達
し
た
段
階
で
機
種
を
交

換
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
修
繕
費
を

一
気
に
放
出
す
る
の
で
は
な
く
、
器
材

の
延
命
化
を
図
っ
て
、
費
用
の
平
準
化

を
図
り
、
将
来
的
な
費
用
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
の
計
画
策
定
業
務
で
あ
る
。

財
源
内
訳
は
国
庫
補
助
金
３
０
０
万

円
、
市
費
２
１
４
万
８
千
円
。
現
在
、

経
費
回
収
率
が
事
業
費
全
体
の
25
％
と

い
う
状
況
で
あ
り
、
事
業
の
在
り
方
は

今
後
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
。

問
　
事
業
計
画
変
更
等
業
務
委
託
料
１

６
４
１
万
２
千
円
の
委
託
内
容
は
。

　答
　
事
業
認
可
か
ら
10
年
目
と
な
り
、

現
状
の
事
業
進
捗
に
合
わ
せ
て
事
業
計

画
書
の
諸
条
件
を
整
理
す
る
も
の
で
あ
る
。

特
産
品
開
発
、
観
光
連
携
、
空
き
店
舗
・

既
存
ス
ト
ッ
ク
の
活
用
な
ど
の
事
業
を

実
施
。
令
和
元
年
度
は
総
事
業
費
３
５

６
６
万
９
千
円
の
う
ち
、
１
７
０
万
円

を
補
助
し
た
。

問
　
市
営
釣
場
の
ラ
バ
ー
が
古
く
、
危

険
な
状
況
に
あ
る
と
聞
く
。
修
繕
費
を

い
か
に
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

答
　
ラ
バ
ー
の
痛
み
は
危
惧
し
て
い

る
。
現
在
、
危
険

個
所
に
は
安
全
対

策
を
講
じ
て
い
る

が
、
新
年
度
は
簡

易
な
修
繕
費
を
計

上
。
大
き
な
修
繕

が
発
生
す
る
場
合

は
別
途
対
応
を
考

え
て
い
く
。

問
　
古
川
橋
仮
橋
撤
去
工
事
費
８
４
０

０
万
円
の
工
事
内
容
は
。
撤
去
費
用
の

軽
減
策
は
な
い
の
か
。

答
　
今
年
３
月
供
用
開
始
と
な
り
、
仮

橋
と
杭
を
撤
去
す
る
。
仮
橋
撤
去
工
に

６
４
０
０
万
円
、
護
岸
工
に
３
１
０
万

円
、
左
岸
側
擁
壁
工
に
６
３
０
万
円
、

舗
装
等
に
１
０
６
０
万
円
を
見
積
も
っ

て
い
る
。
工
法
に
つ
い
て
は
河
川
管
理

者
で
あ
る
県
に
確
認
す
る
。

問
　
農
林
水
産
業
費
の
多
面
的
機
能
支

払
い
事
業
補
助
金
が
増
額
計
上
と
な
っ

て
い
る
。
補
助
対
象
団
体
数
は
。

答
　
新
規
３
団
体
を
含
め
、
９
団
体
分

で
、
補
助
額
は
１
１
６
９
万
４
千
円
を

見
込
ん
で
い
る
。

問
　
菜
種
作
付
謝
礼
の
内
容
、
作
付
け

場
所
は
。

答
　
作
付
け
場
所
は
権
現
堂
桜
堤
周

辺
。
周
辺
農
業
者
10
件
で
、
概
ね
１
万

４
８
５
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、
菜
種
の
収

穫
量
90
リ
ッ
ト
ル
を
見
込
ん
で
い
る
。

今
後
も
駅
か
ら
歩
い
て
き
た
と
き
の
景

観
面
を
考
え
な
が
ら
地
元
農
家
と
協
力

し
て
い
き
た
い
。

問
　
中
心
市
街
地
に
ぎ
わ
い
創
造
事
業

補
助
金
１
７
０
万
円
の
補
助
内
容
は
。

答
　
平
成
30
年
３
月
に
策
定
し
た
幸
手

市
中
心
市
街
地
に
ぎ
わ
い
創
造
方
針
の

４
つ
の
基
本
方
針
を
も
と
に
商
工
会
が

問
　
市
営
住
宅
の
入
居
に
連
帯
保
証
人

が
不
要
と
な
る
改
正
。
代
わ
っ
て
必
要

と
な
る
「
適
当
な
」
緊
急
連
絡
先
と
は
。

答
　
緊
急
に
連
絡
の
取
れ
る
方
で
住
所

等
が
は
っ
き
り
さ
れ
て
い
る
方
、
基
本

的
に
は
極
力
身
内
の
方
や
親
族
の
方
を

想
定
し
て
お
り
、
連
絡
先
と
な
る
方
に

は
印
鑑
証
明
等
を
提
出
い
た
だ
く
。

　
　

問
　
調
整
池
本
体
整
備
工
事
が
繰
越
明

許
（
繰
り
越
し
）
さ
れ
る
理
由
は
。

答
　
工
事
は
11
月
７
日
契
約
、
３
月
25

日
ま
で
の
５
か
月
間
の
契
約
を
予
定
し

て
い
た
が
、
入
札
が
不
調
と
な
り
１
か

月
の
遅
れ
を
生
じ
た
。
ま
た
、契
約
後
、

軟
弱
地
盤
に
対
応
す
る
矢
板
の
調
達
に

時
間
を
要
し
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

　
　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
１
１

０
１
万
８
千
円
の
増
額
理
由
は
。

　
　
被
保
険
者
数
の
増
に
伴
い
、
保
険

料
の
収
納
額
が
伸
び
、
当
初
予
算
時
が

７
６
７
０
名
の
と
こ
ろ
、
課
税
時
点
で

７
９
９
４
名
と
３
２
４
名
の
増
が
あ
っ
た
。

　
　
第
１
号
被
保
険
者
保
険
料
で
現
年

度
分
普
通
徴
収
保
険
料
を
１
１
０
０
万

円
減
額
し
、
現
年
度
分
特
別
徴
収
保
険

料
を
１
１
０
０
万
円
増
額
し
て
い
る
理

由
と
人
数
は
。

　
　
保
険
料
の
増
減
は
、
特
別
徴
収
と

普
通
徴
収
の
切
り
替
え
に
よ
る
も
の
。

特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
の
今
後
の
見
込

み
を
考
え
、
１
１
０
０
万
円
の
入
れ
替

え
を
行
っ
た
。
人
数
に
つ
い
て
は
、
併

徴
と
言
っ
て
、
両
方
と
も
か
か
っ
て
く

る
方
が
い
る
の
で
、そ
れ
も
あ
わ
せ
て
、

特
別
徴
収
が
１
万
４
８
６
５
人
、
普
通

　
　
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
導
入
促
進
費

補
助
金
の
減
額
理
由
は
。

　
　
東
武
動
物
公
園
と
境
車
庫
間
の
バ

ス
路
線
で
、
当
初
、
４
台
分
の
補
助
を

予
定
し
て
い
た
が
、
朝
日
自
動
車
株
式

会
社
か
ら
、
３
台
分
に
つ
い
て
、
国
か

ら
の
補
助
金
交
付
の
対
象
外
と
な
っ
た

旨
の
連
絡
が
あ
り
、
３
台
分
の
補
助
金

を
減
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
退
職
被
保
険
者
等
国
民
健
康
保
険

税
で
、
１
０
６
万
９
千
円
の
減
額
に
係

る
人
数
は
。

　
　
平
成
31
年
４
月
時
点
で
20
名
だ
っ

た
と
こ
ろ
が
、
令
和
元
年
12
月
末
で
８

名
に
減
少
し
た
。
こ
の
退
職
者
医
療
の

制
度
は
、
平
成
26
年
度
末
を
も
っ
て
終

了
し
て
い
て
、
そ
の
後
の
経
過
措
置
で

毎
年
減
っ
て
い
る
。

響
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
に
75
歳
を
迎

え
て
お
移
り
に
な
る
方
が
増
え
て
い
る

こ
と
の
影
響
に
よ
る
。

　　
　
被
保
険
者
の
想
定
人
数
は
。

　
　
令
和
元
年
度
７
６
７
０
人
、
令
和

２
年
度
８
１
５
３
人
、
人
数
に
し
て
４

８
３
人
の
増
、
率
に
し
て
6.3
％
の
増
で

あ
る
。

　
　
来
年
度
の
第
１
号
被
保
険
者
の
段

階
別
人
数
は
。

　
　
積
算
上
の
人
数
は
、
第
１
段
階
２

７
９
９
人
、
第
２
段
階
１
０
３
６
人
、

第
３
段
階
９
８
６
人
、
第
４
段
階
３
０

９
５
人
、
第
５
段
階
２
１
５
９
人
、
第

６
段
階
２
７
４
５
人
、
第
７
段
階
２
３

４
９
人
、
第
８
段
階
１
１
０
２
人
、
第

９
段
階
１
０
２
８
人
、
合
計
１
万
７
２

９
９
人
で
あ
る
。

徴
収
が
２
５
９
２
人
、
併
徴
が
３
３
１

人
で
あ
る
。

　
　
デ
マ
ン
ド
交
通
運
行
管
理
業
務
委

託
料
の
10
月
以
降
の
予
算
計
上
は
。

　
　
今
年
の
９
月
末
を
も
っ
て
５
年
間

の
契
約
が
切
れ
る
。
現
在
、
行
っ
て
い

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
踏
ま
え
、
今
後
ど
の

よ
う
な
公
共
交
通
が
よ
い
の
か
と
い
う

検
討
に
入
っ
て
い
る
。現
状
で
は
９
月
分

ま
で
の
予
算
と
同
額
程
度
を
計
上
し
た
。

　
　
一
般
被
保
険
者
国
民
健
康
保
険
税

が
前
年
度
比
２
３
５
０
万
７
千
円
の
減

額
と
な
っ
て
い
る
要
因
は
。

　
　
こ
の
数
年
、
被
保
険
者
数
が
減
少

し
て
お
り
、
そ
の
影
響
で
減
が
生
じ
て

い
る
。
平
成
31
年
度
、
令
和
元
年
度
の

一
般
被
保
険
者
の
被
保
険
者
数
は
、
１

万
３
１
８
７
名
だ
が
、令
和
２
年
度
は
、

１
万
２
９
０
４
名
で
見
込
ん
で
お
り
、

そ
の
差
は
２
８
３
名
の
減
と
な
っ
て
い

る
。
一
番
大
き
な
被
保
険
者
数
の
減
の

要
因
は
、
こ
の
と
こ
ろ
の
高
齢
化
の
影

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

問答問答問答 問答

答 問 答 問

答 問答 問

令
和
元
年
度
幸
手
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
７
号
）（
議
案
第
９
号
）

令
和
元
年
度
幸
手
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）　（
議
案
第
11
号
）

令
和
元
年
度
幸
手
市
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
3
号
）（
議
案
第
12
号
）

令
和
元
年
度
幸
手
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）（
議
案
第
10
号
）

答 問 答 問 令
和
２
年
度
　
幸
手
市
一
般

会
計
予
算
　（
議
案
第
15
号
）

令
和
２
年
度
幸
手
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算（
議
案
第
16
号
）

幸
手
市
市
営
住
宅
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　（
議
案
第
４
号
）

令
和
元
年
度
幸
手
市
幸
手
駅

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

 

（
議
案
第
14
号
）

令
和
２
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
予
算
　
　（
議
案
第
15
号
）

問問答問答 答

問答問答

令
和
２
年
度
幸
手
市
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
予
算（
議
案
第
19
号
）

令
和
２
年
度
幸
手
市
幸
手
駅

西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
予
算（
議
案
第
20
号
）

問答問答 令
和
２
年
度
幸
手
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
予
算
　（
議
案
第
17
号
）

令
和
２
年
度
幸
手
市
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算（
議
案
第
18
号
）
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こんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされました こんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされましたこんな審査がされました

問
　
最
適
整
備
構
想
策
定
業
務
の
委
託

内
容
、委
託
料
の
財
源
内
訳
は
。
ま
た
、

本
会
計
へ
の
市
の
繰
り
出
し
を
少
な
く

す
る
方
策
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

答
　
従
来
の
修
繕
は
機
器
の
老
朽
化
、

機
能
停
止
に
達
し
た
段
階
で
機
種
を
交

換
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
修
繕
費
を

一
気
に
放
出
す
る
の
で
は
な
く
、
器
材

の
延
命
化
を
図
っ
て
、
費
用
の
平
準
化

を
図
り
、
将
来
的
な
費
用
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
の
計
画
策
定
業
務
で
あ
る
。

財
源
内
訳
は
国
庫
補
助
金
３
０
０
万

円
、
市
費
２
１
４
万
８
千
円
。
現
在
、

経
費
回
収
率
が
事
業
費
全
体
の
25
％
と

い
う
状
況
で
あ
り
、
事
業
の
在
り
方
は

今
後
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
。

問
　
事
業
計
画
変
更
等
業
務
委
託
料
１

６
４
１
万
２
千
円
の
委
託
内
容
は
。

　答
　
事
業
認
可
か
ら
10
年
目
と
な
り
、

現
状
の
事
業
進
捗
に
合
わ
せ
て
事
業
計

画
書
の
諸
条
件
を
整
理
す
る
も
の
で
あ
る
。

特
産
品
開
発
、
観
光
連
携
、
空
き
店
舗
・

既
存
ス
ト
ッ
ク
の
活
用
な
ど
の
事
業
を

実
施
。
令
和
元
年
度
は
総
事
業
費
３
５

６
６
万
９
千
円
の
う
ち
、
１
７
０
万
円

を
補
助
し
た
。

問
　
市
営
釣
場
の
ラ
バ
ー
が
古
く
、
危

険
な
状
況
に
あ
る
と
聞
く
。
修
繕
費
を

い
か
に
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

答
　
ラ
バ
ー
の
痛
み
は
危
惧
し
て
い

る
。
現
在
、
危
険

個
所
に
は
安
全
対

策
を
講
じ
て
い
る

が
、
新
年
度
は
簡

易
な
修
繕
費
を
計

上
。
大
き
な
修
繕

が
発
生
す
る
場
合

は
別
途
対
応
を
考

え
て
い
く
。

問
　
古
川
橋
仮
橋
撤
去
工
事
費
８
４
０

０
万
円
の
工
事
内
容
は
。
撤
去
費
用
の

軽
減
策
は
な
い
の
か
。

答
　
今
年
３
月
供
用
開
始
と
な
り
、
仮

橋
と
杭
を
撤
去
す
る
。
仮
橋
撤
去
工
に

６
４
０
０
万
円
、
護
岸
工
に
３
１
０
万

円
、
左
岸
側
擁
壁
工
に
６
３
０
万
円
、

舗
装
等
に
１
０
６
０
万
円
を
見
積
も
っ

て
い
る
。
工
法
に
つ
い
て
は
河
川
管
理

者
で
あ
る
県
に
確
認
す
る
。

問
　
農
林
水
産
業
費
の
多
面
的
機
能
支

払
い
事
業
補
助
金
が
増
額
計
上
と
な
っ

て
い
る
。
補
助
対
象
団
体
数
は
。

答
　
新
規
３
団
体
を
含
め
、
９
団
体
分

で
、
補
助
額
は
１
１
６
９
万
４
千
円
を

見
込
ん
で
い
る
。

問
　
菜
種
作
付
謝
礼
の
内
容
、
作
付
け

場
所
は
。

答
　
作
付
け
場
所
は
権
現
堂
桜
堤
周

辺
。
周
辺
農
業
者
10
件
で
、
概
ね
１
万

４
８
５
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、
菜
種
の
収

穫
量
90
リ
ッ
ト
ル
を
見
込
ん
で
い
る
。

今
後
も
駅
か
ら
歩
い
て
き
た
と
き
の
景

観
面
を
考
え
な
が
ら
地
元
農
家
と
協
力

し
て
い
き
た
い
。

問
　
中
心
市
街
地
に
ぎ
わ
い
創
造
事
業

補
助
金
１
７
０
万
円
の
補
助
内
容
は
。

答
　
平
成
30
年
３
月
に
策
定
し
た
幸
手

市
中
心
市
街
地
に
ぎ
わ
い
創
造
方
針
の

４
つ
の
基
本
方
針
を
も
と
に
商
工
会
が

問
　
市
営
住
宅
の
入
居
に
連
帯
保
証
人

が
不
要
と
な
る
改
正
。
代
わ
っ
て
必
要

と
な
る
「
適
当
な
」
緊
急
連
絡
先
と
は
。

答
　
緊
急
に
連
絡
の
取
れ
る
方
で
住
所

等
が
は
っ
き
り
さ
れ
て
い
る
方
、
基
本

的
に
は
極
力
身
内
の
方
や
親
族
の
方
を

想
定
し
て
お
り
、
連
絡
先
と
な
る
方
に

は
印
鑑
証
明
等
を
提
出
い
た
だ
く
。

　
　

問
　
調
整
池
本
体
整
備
工
事
が
繰
越
明

許
（
繰
り
越
し
）
さ
れ
る
理
由
は
。

答
　
工
事
は
11
月
７
日
契
約
、
３
月
25

日
ま
で
の
５
か
月
間
の
契
約
を
予
定
し

て
い
た
が
、
入
札
が
不
調
と
な
り
１
か

月
の
遅
れ
を
生
じ
た
。
ま
た
、契
約
後
、

軟
弱
地
盤
に
対
応
す
る
矢
板
の
調
達
に

時
間
を
要
し
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

　
　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
１
１

０
１
万
８
千
円
の
増
額
理
由
は
。

　
　
被
保
険
者
数
の
増
に
伴
い
、
保
険

料
の
収
納
額
が
伸
び
、
当
初
予
算
時
が

７
６
７
０
名
の
と
こ
ろ
、
課
税
時
点
で

７
９
９
４
名
と
３
２
４
名
の
増
が
あ
っ
た
。

　
　
第
１
号
被
保
険
者
保
険
料
で
現
年

度
分
普
通
徴
収
保
険
料
を
１
１
０
０
万

円
減
額
し
、
現
年
度
分
特
別
徴
収
保
険

料
を
１
１
０
０
万
円
増
額
し
て
い
る
理

由
と
人
数
は
。

　
　
保
険
料
の
増
減
は
、
特
別
徴
収
と

普
通
徴
収
の
切
り
替
え
に
よ
る
も
の
。

特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
の
今
後
の
見
込

み
を
考
え
、
１
１
０
０
万
円
の
入
れ
替

え
を
行
っ
た
。
人
数
に
つ
い
て
は
、
併

徴
と
言
っ
て
、
両
方
と
も
か
か
っ
て
く

る
方
が
い
る
の
で
、そ
れ
も
あ
わ
せ
て
、

特
別
徴
収
が
１
万
４
８
６
５
人
、
普
通

　
　
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
導
入
促
進
費

補
助
金
の
減
額
理
由
は
。

　
　
東
武
動
物
公
園
と
境
車
庫
間
の
バ

ス
路
線
で
、
当
初
、
４
台
分
の
補
助
を

予
定
し
て
い
た
が
、
朝
日
自
動
車
株
式

会
社
か
ら
、
３
台
分
に
つ
い
て
、
国
か

ら
の
補
助
金
交
付
の
対
象
外
と
な
っ
た

旨
の
連
絡
が
あ
り
、
３
台
分
の
補
助
金

を
減
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
退
職
被
保
険
者
等
国
民
健
康
保
険

税
で
、
１
０
６
万
９
千
円
の
減
額
に
係

る
人
数
は
。

　
　
平
成
31
年
４
月
時
点
で
20
名
だ
っ

た
と
こ
ろ
が
、
令
和
元
年
12
月
末
で
８

名
に
減
少
し
た
。
こ
の
退
職
者
医
療
の

制
度
は
、
平
成
26
年
度
末
を
も
っ
て
終

了
し
て
い
て
、
そ
の
後
の
経
過
措
置
で

毎
年
減
っ
て
い
る
。

響
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
に
75
歳
を
迎

え
て
お
移
り
に
な
る
方
が
増
え
て
い
る

こ
と
の
影
響
に
よ
る
。

　　
　
被
保
険
者
の
想
定
人
数
は
。

　
　
令
和
元
年
度
７
６
７
０
人
、
令
和

２
年
度
８
１
５
３
人
、
人
数
に
し
て
４

８
３
人
の
増
、
率
に
し
て
6.3
％
の
増
で

あ
る
。

　
　
来
年
度
の
第
１
号
被
保
険
者
の
段

階
別
人
数
は
。

　
　
積
算
上
の
人
数
は
、
第
１
段
階
２

７
９
９
人
、
第
２
段
階
１
０
３
６
人
、

第
３
段
階
９
８
６
人
、
第
４
段
階
３
０

９
５
人
、
第
５
段
階
２
１
５
９
人
、
第

６
段
階
２
７
４
５
人
、
第
７
段
階
２
３

４
９
人
、
第
８
段
階
１
１
０
２
人
、
第

９
段
階
１
０
２
８
人
、
合
計
１
万
７
２

９
９
人
で
あ
る
。

徴
収
が
２
５
９
２
人
、
併
徴
が
３
３
１

人
で
あ
る
。

　
　
デ
マ
ン
ド
交
通
運
行
管
理
業
務
委

託
料
の
10
月
以
降
の
予
算
計
上
は
。

　
　
今
年
の
９
月
末
を
も
っ
て
５
年
間

の
契
約
が
切
れ
る
。
現
在
、
行
っ
て
い

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
踏
ま
え
、
今
後
ど
の

よ
う
な
公
共
交
通
が
よ
い
の
か
と
い
う

検
討
に
入
っ
て
い
る
。現
状
で
は
９
月
分

ま
で
の
予
算
と
同
額
程
度
を
計
上
し
た
。

　
　
一
般
被
保
険
者
国
民
健
康
保
険
税

が
前
年
度
比
２
３
５
０
万
７
千
円
の
減

額
と
な
っ
て
い
る
要
因
は
。

　
　
こ
の
数
年
、
被
保
険
者
数
が
減
少

し
て
お
り
、
そ
の
影
響
で
減
が
生
じ
て

い
る
。
平
成
31
年
度
、
令
和
元
年
度
の

一
般
被
保
険
者
の
被
保
険
者
数
は
、
１

万
３
１
８
７
名
だ
が
、令
和
２
年
度
は
、

１
万
２
９
０
４
名
で
見
込
ん
で
お
り
、

そ
の
差
は
２
８
３
名
の
減
と
な
っ
て
い

る
。
一
番
大
き
な
被
保
険
者
数
の
減
の

要
因
は
、
こ
の
と
こ
ろ
の
高
齢
化
の
影

文
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齢
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和
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市
一
般

会
計
予
算
　（
議
案
第
15
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）
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度
幸
手
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国
民
健
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保

険
特
別
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予
算（
議
案
第
16
号
）

幸
手
市
市
営
住
宅
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　（
議
案
第
４
号
）

令
和
元
年
度
幸
手
市
幸
手
駅

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

 

（
議
案
第
14
号
）

令
和
２
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
予
算
　
　（
議
案
第
15
号
）

問問答問答 答

問答問答

令
和
２
年
度
幸
手
市
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
予
算（
議
案
第
19
号
）

令
和
２
年
度
幸
手
市
幸
手
駅

西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
予
算（
議
案
第
20
号
）

問答問答 令
和
２
年
度
幸
手
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
予
算
　（
議
案
第
17
号
）

令
和
２
年
度
幸
手
市
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算（
議
案
第
18
号
）

（6）〔市議会だよりさって〕No.94〔市議会だよりさって〕No.94（7）


